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注記
CR230 リモートアシスタント
と構成部品の使用に関連する
警告および注意については、
「警告」のセクションを参照
してください。

Cochlear™ Nucleus® (コクレア・ニュークレアス ) CR230 リモートアシス
タントは、Cochlear Nucleus CP910 および CP920 (CP900 シリーズ ) サウン
ドプロセッサまたは Kanso® (カンソ ) (CP950) サウンドプロセッサの操
作と状態の確認を手元で行うための携帯型機器です。 

リモートアシスタントを使用すると、状態 (電池
残量など ) とトラブルシューティングの詳細を含
む、サウンドプロセッサの重要な情報にアクセス
することができます。

リモートアシスタントを使ってサウンドプロセッ
サの設定を調整できます。サウンドプロセッサを 
2 台お使いの場合、リモートアシスタントを使っ
て両方のサウンドプロセッサを操作することがで
きます。

本書は、Cochlear Nucleus CP910、CP920、または Kanso サウンドプロセッ
サを使用する人工内耳装用者およびその介助者を対象としています。
保護者または介助者は、リモートアシスタントを使って子どものサウン
ドプロセッサをチェックしたり管理し
たりすることができます。

サウンドプロセッサの詳細について
は、取扱説明書を参照してください。

本書で使用する記号
アドバイス
重要な情報またはアドバイスです。 

ヒント
効率的にお使いいただくためのヒントです。

注意
安全かつ有効にお使いいただくための注意事項です。
機器が破損する恐れがあります。

警告
安全上の問題、または重篤な有害反応が起こる可能性
があります。
人体に有害となる恐れがあります。

注記
Cochlear 人工内耳システムに該当する基本
的なアドバイスについては、『警告と予防
措置の手引き』も参照してください。
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概
要
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持ち方と使用方法

リモートアシスタントは、手のひらにのせて持ちます。サウンド
プロセッサから 2 メートル (約 6 フィート ) 以内の距離で操作し
ます。距離が 2 メートルを超えると、通信に時間がかかったり、
通信が途絶える場合があります。

サウンドプロセッサとリモートアシスタントとの間の通信に干渉
が発生した場合は、以下を試してください。

• リモートアシスタントの持ち方を変える。
• 干渉源となりうる電子機器から離れる。

2 メートル以内
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操作

ホームボタンを押
す と、 前 の メ
ニューまたはホー
ム 画 面 に 戻 り 
ます。

メッセージが表示さ
れた時に、上または
下矢印ボタンを押す
と、メニューのオプ
ションを選択したり、 
設定を変更できます。

左矢印ボタンを押
すと、前の画面に
戻ります。

OK ボタンを押す
と、画面上のオプ
ションを選択した
り、メニューに入
ります。

右矢印ボタンを押す
と、次の画面に進み

ます。

概
要
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ロック /ロック解除
リモートアシスタントをロックする
と、操作ボタンが誤って押されるのを
防げます。

ボタン操作ロックを下にスライドする
とリモートアシスタントがロックさ
れ、上にスライドするとロックは解除
されます。

ロック解除されました
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概
要

ヒント
ボタン操作ロックを使
うと、リモートアシス
タントの電池残量を表
示できます。

ボタン操作ロックを上下にスライドすると、[ロッ
ク解除されました ] または [ロックされました ] 画
面が表示されます。

ロックされている間はリモートアシスタントの電
源を切ることはできません。
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充電
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リモートアシスタントの充電
コクレア社は以下の場合にリモートアシスタントを
フル充電することを推奨します。
• リモートアシスタントを初めて使用する前に
• リモートアシスタントの電池残量表示画面に電池
残量が少ないことが表示されたとき

• リモートアシスタントに電池残量が少ないまたは
電池切れと表示されていなくても、週に 1 回

内蔵の充電池が完全に放電した場合、充電完了まで
に 2 ～ 4 時間かかることがあります。充電池が古く
なると充電にかかる時間が長くなる場合があります。

フル充電されたリモートアシスタントは、1 ～ 2 週間の動作が可能です。
ただし、1 回の充電に対する電池寿命は以下の条件によって異なります。
• 使用量
• 使用していない時にリモートアシスタントの電源を切っているかど
うか

• リモートアシスタントで操作しているサウンドプロセッサが 1 台か  
2 台か

内蔵の充電池の耐用期間は、最低 400 充電サイクルです。

ヒント
正しく充電されている時は、[充電中 ] 
画面が表示され、充電が完了すると [充
電完了 ] 画面に変わります。

ヒント
リモートアシスタント
は内蔵電池を使用して
います。この電池はコク
レア社のサービスマン以
外は取り外しをしないで
ください。電池を交換す
るには、リモートアシス
タントをコクレア社の修
理センターに送付してく
ださい。

注意
リモートアシスタントの充電には、
必ずコクレア社が提供する充電機
器を使用してください。
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充
電

リモートアシスタントの充電には 3 つの方法があります。

A Cochlear ™ Nucleus® 充 電 器 と 
Cochlear ™ Nucleus® 充電キットを使
用する。

B Cochlear ™ Nucleus® CR200 シリーズ
充電キットを使用する。

C コンピュータの USB ポートを使用
する。リモートアシスタントを充
電している間は、コンピュータの
電源を入れたままにします。

注記
リモートアシスタントを
コンセントに接続してい
る間は電源を切らないで
ください。
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電源を入れる

 電源を入れる 14
 言語の選択 14
 ペア設定 15
 電源を切る 17
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電源を入れる
リモートアシスタントの電源を入れるには、2 つの起動画面が表
示されるまで OK ボタンを長押しします。起動画面の後に電池残
量表示画面とホーム画面が表示されます。

言語の選択
リモートアシスタントを初めて使用する際は、以下の手順で言
語を選択するよう求められます。

1. [言語の選択 ] 画面が表示されたら、上または下矢印ボタンを
押して選択する言語を強調表示します。

起動画面 電池残量表示画面

2. OK ボタンを押して選択します。

ヒント
誤った言語を選択した場合は、リモートアシスタン
トをリセットすると、やり直すことができます 
(64 ページの「リモートアシスタントのリセッ
ト」を参照 )。

注記
リモートアシスタントを
初めて使用する際は、ホー
ム画面ではなく [言語の選
択 ] 画面が表示されます。

注記
リモートアシスタントの電源を切った後
も、選択した言語が記憶されています。
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電
源
を
入
れ
る

ペア設定
ペア設定を行うと、2 つの機器間の通信ができるようになります。

サウンドプロセッサがリモートアシスタントとペア設定されていない場合、 
[ペア設定されていません ] 画面が表示されます。サウンドプロセッサの送信
コイルをリモートアシスタントの裏面に当ててペア設定してください。

リモートアシスタントが既にサウンドプロセッサとペア設定されている場合で
も、別のサウンドプロセッサともいつでもペア設定することができます。

ペア設定の前に、サウンドプロセッサの電源が入っていることを確認してくだ
さい。

1. 送信コイル /サウンドプロセッサをリモートアシスタント裏面のコイルマー
クにあてます。

ヒント
CP900 シリーズサウンドプロセッサと  
Kanso サウンドプロセッサのどちらを 
お持ちの場合でも、耳掛け型の画像が 
表示されます。

注記
リモートアシスタントとワイヤレスアク
セサリのペア設定の詳細については、
『Cochlear ワイヤレスアクセサリ取扱説
明書』を参照してください。
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ヒント
1 台のサウンドプロセッサに
対して、複数のリモートアシ
スタントおよびリモートコン
トロールをペア設定することが
できます。この機能は、学校と
自宅、自宅と病院などを行き来
する装用者が、2 つの場所でリ
モートアシスタントやリモート
コントロールを必要とする場合
に役立ちます。

[ペア設定しますか ?] 画面が表示されます。

2. OK ボタンを押してペア設定します。

ペア設定が完了すると、[ペア設定しました ] 画面が表示された後、
ホーム画面に戻ります。 

アドバイス
サウンドプロセッサを 2 
台お使いの場合、2 台目
のサウンドプロセッサに
対して手順 1 と 2 を繰り返
す必要があります。
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電
源
を
入
れ
る

電源を切る
リモートアシスタントの電源を切るには

1. メニューが表示されるまで OK ボタンを長押しします。

[電源を切る ] が強調表示されています。

2. OK ボタンを押して選択します。
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使用する

 状態確認アイコン 20
 ホーム画面のプログラム表示 22
 練習モード 26
 アドバンスモード 28
 プラグインオーディオアクセサリ 29
 ワイヤレスアクセサリ 30
 テレコイル 32
 2 台のサウンドプロセッサの操作 34
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状態確認アイコン
リモートアシスタントでは、電池残量などサウンドプロセッサの重要な
情報を表示することができます。

サウンドプロセッサの状態を確認する

サウンドプロセッサの状態を確認するには、ホーム画面で OK ボタンを
押します。[状態確認 ] アニメーション画面が 2 つ続けて表示されます。

サウンドメーターバーはサウンドプロセッサのマイクロホンが拾ってい
る音の大きさを表します。

小音量 
(20 ～ 50 dBA)

中音量 
(50 ～ 70 dBA)

大音量 
(70 ～ 100 dBA)

1 つ目の [状態確認 ] 画面には、サウンドプ
ロセッサの状態が表示されます。緑色は正常
に動作していることを示します。

2 つ目の [状態確認 ] 画面には、サウンドプ
ロセッサの電池残量とマイクロホンのサウン
ドレベルの情報が表示されます。

サウンドメーターバー
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リモートアシスタントの電池残量を確認する

リモートアシスタントの電源を入れると、最初にリモートアシス
タントの電池残量が表示されます。

サウンドプロセッサまたは電池に何らかの不具合が
発生している場合は、警告画面が表示されます。
60 ページの「警告画面」を参照してください。

ヒント
2 つ目の [状態確認 ] 画面に、電池ではな
く砂時計が数秒間表示される場合があり
ます。これはリモートアシスタントがサ
ウンドプロセッサからのアップデートを
待機中であることを示します。 

使
用
す
る
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ホーム画面のプログラム表示
ほとんどの装用者はサウンドプロセッサに 2 つのプログラムを設
定していますが、聴こえ方やニーズに応じて 4 つまでのプログラ
ムを病院の先生に設定してもらうことができます。設定されたプ
ログラムは、リモートアシスタントのホーム画面に表示されます。  

例 :

現在選択しているプログラムのタブは
他のものより大きく表示されます。

現在選択しているプログラムと画
面の背景の色は同じになります。

画面の絵は現在選択しているプロ
グラムを表します。

プログラムが 2 つの場
合のホーム画面

SCAN

2

ヒント
ホーム画面の背景の絵と色は、現在どの
プログラムを選択しているかによって異
なります。 

SCAN
2

プログラムが 4 つの場
合のホーム画面
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SCAN プログラム
SCAN プログラム (病院の先生が設定した場合 ) を選択している時
は、このプログラムが周囲の環境を識別して、現在の聴取環境に
合わせてサウンドプロセッサを自動的に調整します。

SCAN プログラムに関連するアイコン

使
用
す
るSCAN

話し声 (雑音下 )

静寂下

風

雑音

音楽

話し声

注記
SCAN プログラムに関連するアイコンは [設定 ] 
画面に移動してから [SCAN アイコン ] 画面に移
動して、非表示にすることができます。SCAN 
アイコンを非表示にすると、SCAN 機能は正常
に動作しますが、ホーム画面のアイコンは変化
しません。
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カスタムプログラム
ご自身の聴こえ方に合わせたカスタムプログラムを病院の先生に
調整してもらった場合、それぞれのカスタムプログラムに合わせ
て表示するアイコンを設定してもらうことができます。これらの
アイコンを見れば、どのプログラムを現在選択しているかが分か
ります。

テレビ 職場

レストラン ドライブ

音楽

店

自宅

1 対 1

屋外会議

学校

遠くの音声
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使
用
す
る

プログラムの変更
病院の先生にプログラムを 4 つまで設定してもらう
ことができます。プログラムの切り替えにはプログ
ラムボタンを使います。

プログラム名ではなく番号で表示
ホーム画面にプログラム名ではなくプログラム番号で表示したい場合は 

1.  OK ボタンを長押ししてメニューを表示します。 

2. 下矢印ボタンを押して [プログラム番号で表示 ] を強調表示します。

3.  OK ボタンを押して選択します。

ヒント
プログラム名での表示
に戻すには、メニューを
表示して、[プログラム
名で表示 ] を選択します。 

プログラム 3 

プログラム 2  
(現在選択し
ている )

プログラム 4

プログラム 1
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練習モード
リモートアシスタントを実際に使用する前に、練習
モードを利用して使い方に慣れることができます。

練習モードを開始するには

1. OK ボタンを長押しします。 

2. メニューが表示されたら、下矢印ボタンを押して [練習 - シンプル ] 
または [練習 - アドバンス ] を強調表示します。

3. OK ボタンを押して選択します。

[練習モード開始 ] 画面が数秒間表示された後、練習モードのホーム
画面が表示されます。

ヒント
「練習 - シンプル」の時
は四角い印が 1 個、「練
習 - アドバンス」の時は
四角い印が 2 個、リモー
トアシスタントの画面
に表示されます。

アドバイス
練習モードでは、設定
に対して行われた調整
または変更は保存され
ず、サウンドプロセッ
サにも送信されません。
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使
用
す
る

練習モードの終了

練習モードを終了するには

1. OK ボタンを長押ししてメニューを表示します。

[練習モードの終了 ] が強調表示されています。

2. OK ボタンを押して選択します。

[練習モード終了 ] 画面が数秒間表示された後、
ホーム画面が表示されます。



OK OK 
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アドバンスモード
リモートアシスタントは初期設定では、シンプルモードに設定さ
れています。シンプルモードでは、聴こえに関する主な機能を使
用できます。 

必要に応じて、アドバンスモードに切り替えると、サウンドプロ
セッサとリモートアシスタントの設定を調整することができます。

アドバンスモードに変更するには

1. OK ボタンを長押ししてメニューを表示します。 

2. 下矢印ボタンを押して [アドバンスモード ] を強調表示します。

3. OK ボタンを押して選択します。

アドバンスモードの状態で以下の画面まで移動し、聴こえの調整
や設定の変更を行います。

詳細については、41 ページの「主音量」および 44 ページの「設定」を参
照してください。

アドバイス
[聴こえの調整 ] 画面は、
病院の先生が有効にし
た場合にのみ表示され
ます。 
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使
用
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プラグインオーディオアクセサリ
プラグインオーディオアクセサリをサウンドプロセッサに接続す
ると、リモートアシスタントに「オン」というポップアップが数
秒間表示されます。アクセサリが接続されている間は、小さいア
イコンがホーム画面の上に重ねて表示され、アクセサリを外すと、
「接続解除済み」というポップアップが数秒間表示されます。

例 :

アクセサリが接続されると、すぐにサウン
ドプロセッサに音声を送信します。

アクセサリが「オン」の状態の場合、緑色
の点の付いた小さいアイコンがホーム画面
に表示されます。

アクセサリをサウンドプロセッサに接続し
たまま、サウンドプロセッサのマイクロ
ホンからの音声を聴くには、アクセサリか
らの入力を手動で停止する必要がありま
す。接続されているアクセサリを操作 (起
動 /停止 ) するには、テレコイルボタンを
使います。32 ページの「テレコイル」を
参照してください。

アクセサリを 
起動した時

アクセサリを 
停止した時

アクセサリを外した時

SCAN
2
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ワイヤレスアクセサリ
Cochlear True Wireless ™ (コクレア・トゥルーワイヤレス ) アクセサリをサウン
ドプロセッサとともに使用すると、リモートアシスタントでワイヤレスアクセ
サリをコントロールし、ステータスをモニタリングできます。

ミニマイクロホンまたはテレビストリーマーを使用する
1.音声のストリーミングを開始するには、以下のいずれかを実行します。

アドバイス
音声をストリーミングする前に、ワイヤレスアク
セサリをサウンドプロセッサとペア設定する必要
があります。詳しくは、『Cochlear True Wireless  
アクセサリ取扱説明書』を参照してください。

ヒント
テレコイルボタンをもう一
度長押しすると、ペア設定
された次のワイヤレスアク
セサリを選択できます。

1
2

1 1

または

ホーム画面が表示されている状態か
ら、[ストリーム ] 選択画面が表示
されるまで右矢印ボタンを押し 
ます。 
使用するチャンネルまでリストを下
にスクロールして [OK] を押します。

テレコイルボタンを長押しします。
ミニマイクロホン /テレビストリー
マーのアイコンがホーム画面に表示
されます。
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使
用
す
るアドバイス

フォーンクリップのコントロールを
使用すると、電話の発信や応答がで
きます。フォーンクリップのスト
リーミング中は、ホーム画面に 
Bluetooth アイコンとして表示され 
ます。

2.ストリーミングを停止するには、以下
のいずれかを実行します。

テレコイルボタンを短く押す、

または

[ストリーム ] 選択画面で [オフ ] を選
択してから、[OK] を押します。
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テレコイル
テレコイル機能を使用すると、磁気ループからの音やテレコイル
対応電話の声を聴くことができます。テレコイル機能には手動に
よるテレコイルとオートテレコイル (利用できる場合 ) があり、
使用するためには病院の先生にサウンドプロセッサを設定しても
らう必要があります。オートテレコイルを
起動すると、磁気ループの範囲内にいる時
や、テレコイル対応の電話を使う時に、 
音声信号が自動的に検知されます。

テレコイルをオーディオアクセサリと同時
に使用することはできません。

テレコイルまたはオートテレコイルを
使用するには 

1. テレコイルボタンを 1 回短く押す
と、テレコイルが起動します。

2. テレコイルボタンを 5 秒以内にもう
一度短く押すと、オートテレコイル
が起動します。

3. テレコイルボタンをもう一度短く
押すと、テレコイルまたはオートテ
レコイルが停止します。

ヒント
サウンドプロセッサを 2 台お使いで、
1 台のサウンドプロセッサにアクセサ
リが接続されている場合、リモートア
シスタントのテレコイルボタンまたはサ
ウンドプロセッサのアップボタンを押す
とアクセサリを操作できます。

アドバイス
Cochlear Wireless Phone Clip (コク
レア ワイヤレス フォーンクリッ
プ ) を使用して電話を発信すること
もできます。30 ページの「ワイヤ
レスアクセサリ」を参照してくだ 
さい。
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テレコイルまたはオートテレコイルを使用する場合、以下のアイ
コンがホーム画面に表示されます。 

テレコイル
テレコイル オン
サウンドプロセッサに内蔵されたテレコイルが作動
中です。

オートテレコイル
オートテレコイル オン (受信中 )
オートテレコイルがオンで、サウンドプロセッサが
磁気ループまたは電話の通信範囲内にいて信号を検
知し、受信している状態です。

オートテレコイル オン (スタンバイ ) 
オートテレコイルがオンですが、サウンドプロセッ
サが磁気ループまたは電話からの信号を検知してい
ない状態です。

テレコイルまたはオートテレコイルがオフ
このアイコンは、テレコイルまたはオートテレコイ
ルを停止した時に画面に数秒間表示されます。

注意
オートテレコイルがオンの時に、特定の電子機器または機械からの
信号を検知し、受信してしまうことがあります。この場合は、その
機器または機械から離れ、オートテレコイルが信号を受信しなくな
るまで数秒間待つか、手動でオートテレコイルを停止します。
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2 台のサウンドプロセッサの操作
サウンドプロセッサを 2 台お使いの場合、リモートアシスタント
画面の (左 ) および (右 ) で識別できます。 

例 :

初期設定では、リモートアシスタントによる調整は両側のサウン
ドプロセッサに対して同時に行われますが、この設定を変更して、
2 台のサウンドプロセッサを片側ずつ調整することもできます。
47 ページの「左 /右の調整」を参照してください。



35NUCLEUS® CR230 リモートアシスタント取扱説明書

サウンドプロセッサを 2 台お使いの場合、アドバンスモード時の
オプションでサウンドプロセッサを片側ずつ操作することができ
ます。[左 /右の調整 ] 画面 ([設定 ] 画面から進む ) で [片側ずつ ] 
を選択すると、リモートアシスタントに表示される画面に従い、
2 台のサウンドプロセッサを片側ずつ調整することができます。

例 :

左ホーム画面および右ホーム 
画面

左音量画面および右音量画面

これらの設定の変更方法の詳細については、47 ページの「左 /右の調整」を
参照してください。

使
用
す
る
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調整する
リモートアシスタントで音量、感度 (対応する場合 )、低音、高音、
主音量を調整できるように、病院の先生に設定してもらうことが
できます。

これらの操作がリモートアシスタントに設定されている場
合、 ホーム画面で右矢印ボタンを押すと調整画面に移動すること
ができます。
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調
整
す
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音量と感度
音量は聞こえる音の大きさを調整し、感度は聞こえる音の範囲を
調整します (小さな音、背景音、近くや遠くの音など )。最大 10 
段階の音量と 21 段階の感度の設定が可能です。 

音量または感度レベルを調整するには

1. ホーム画面から、右矢印ボタンを押して [音量 ] または [感度 ] 
画面に移動します。

2. 上または下矢印ボタンを押して音量または感度を上げ下げし 
ます。

これは病院の先生
が設定した初期
値を示します。

これはホーム画面
からいくつ目の画
面にいるかを示し
ます。

ヒント
音量 (または設定されている場
合は感度) をホーム画面から直
接調整するには、上または下矢
印ボタンを押します。



+14 +14
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低音と高音
病院の先生が有効に設定している場合、リモートアシスタントで
の低音または高音の聞こえ方を調整することができます。これら
の調整は、[低音 ] または [高音 ] 画面で行います。

低音または高音レベルを調整するには

1. ホーム画面から、右矢印ボタンを押して [低音 ] または [高音 ] 
画面に移動します。

2. 上または下矢印ボタンを押して低音または高音レベルを上げ下
げします。

低音および高音のレベルは、-30 ～ +30 の 60 段階あります。



アドバンスモードのみ

注意
これらのレベルは音や話し声が聞
こえる時にのみ調整してください。
主音量を上げると大音量や高音レ
ベルで不快感が生じる場合があり
ます。この場合は、送信コイルと
サウンドプロセッサを直ちに外し
てください。送信コイルを戻す前
に主音量を下げてください。

41NUCLEUS® CR230 リモートアシスタント取扱説明書

調
整
す
る

主音量
病院の先生が低音および高音をリモートアシスタントで調整でき
るよう設定している場合、主音量も調整できます。主音量は、サ
ウンドプロセッサの全体的な音の大きさを調整できます。 

主音量レベルを調整するには

1. ホーム画面から、右矢印ボタンを押して [聴こえの調整 ] 画面
に移動します。

2. OK ボタンを押します。

3. [主音量 ] 画面で、上または下矢印ボタンを押して主音量を上
げ下げします。

4. ちょうど良い音量になったら、ホームボタンを押して [聴こえ
の調整 ] 画面に戻ります。

主音量レベルの範囲は 0 ～ 255 です。 

OK 
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アドバンスモードのみ

ヒント
[設定 ] 画面に移動するには、ホーム画面
で右矢印ボタンを何度か押します。

変更後は、ホームボタンを押すと [設定 ] 
画面に戻ります。ホームボタンをもう一度
押すとホーム画面に戻ります。

44

設定
アドバンスモードでは、サウンドプロセッサとリモー
トアシスタントの動作方法を変更するための設定にア
クセスできます。 

[設定 ] 画面から以下の操作に進めます。
• ワイヤレスアクセサリの起動 /停止 

• テレコイルとマイクロホンのミキシング比率の調整
• アクセサリとマイクロホンのミキシング比率の調整
• 左 /右のサウンドプロセッサの調整 (サウンドプロ
セッサを 2 台お使いの場合 )

• サウンドプロセッサのボタン操作のロック /ロック
解除

• サウンドプロセッサのパーソナルアラームのオン /
オフ

• サウンドプロセッサの表示ランプのオン /オフ
• リモートアシスタントのパブリックアラームの音量
調整

• ワイヤレスマイクロホンの性能確認
• リモートアシスタントの警告画面の表示 /非表示
• リモートアシスタントの SCAN アイコンの表示 /非
表示

OK 



アドバンスモードのみ
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設
定

テレコイルミキシング比率
ミキシングは、テレコイルとマイクロホンの入力を
合成することができます。

テレコイルとマイクロホンのミキシング比率を調整
するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. [テレコイルミキシング比率 ] 画面が表示された
ら、上または下矢印ボタンを押してミキシング比
率を変更します。

画面の数字は、ミキシングするテレコイルの音とマ
イクロホンの音の比率を示します。

3

数字 音声ミキシング比率

100 すべてテレコイル (100%)

6 テレコイル 6 に対しマイクロホン 1

5 テレコイル 5 に対しマイクロホン 1

4 テレコイル 4 に対しマイクロホン 1

3 テレコイル 3 に対しマイクロホン 1

2 テレコイル 2 に対しマイクロホン 1

1 テレコイル 1 に対しマイクロホン 1

ヒント
テレコイル入力の比率を高く
して背景音を下げるには、[テ
レコイルミキシング比率 ] 画面に
表示される数字を大きくします。
テレコイル使用時に背景音を
もっと聞こえるようにするには、
数字を小さくします。
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アクセサリミキシング比率
ワイヤレスまたはプラグインアクセサリとマイクロ
ホンのミキシング比率を調整する (ワイヤレスミニ
マイクロホンを使って音楽を聴く場合など ) には

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [アクセサリミキシング比
率 ] 画面に移動します。

3. 上または下矢印ボタンを押してミキシング比
率を変更します。

画面の数字は、ミキシングするアクセサリの音とマ
イクロホンの音の比率を示します。

数字 音声ミキシング比率

100 すべてアクセサリ (100%)

6 アクセサリ 6 に対しマイクロホン 1

5 アクセサリ 5 に対しマイクロホン 1

4 アクセサリ 4 に対しマイクロホン 1

3 アクセサリ 3 に対しマイクロホン 1

2 アクセサリ 2 に対しマイクロホン 1

1 アクセサリ 1 に対しマイクロホン 1

ヒント
アクセサリ入力の比率を高
くして背景音を下げるには、
[アクセサリミキシング比率 ] 
画面に表示される数字を大き
くします。アクセサリ使用時
に背景音をもっと聞こえるよ
うにするには、数字を小さく
します。

3

プラグインオー
ディオアクセサリ

ワイヤレスア
クセサリ



アドバンスモードのみ

47NUCLEUS® CR230 リモートアシスタント取扱説明書

設
定

左 /右の調整
サウンドプロセッサを 2 台お使いの場合、リモート
アシスタントでサウンドプロセッサを両側同時に、
または片側ずつ調整することができます。

この設定を調整するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [左 /右の調整 ] 画面に移
動します。

3. 上または下矢印ボタンを押します。2 つのサウン
ドプロセッサを調整する場合は、[両側同時 ] を
強調表示します。1 つのサウンドプロセッサを調
整する場合は、[片側ずつ ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

これらの機能の詳細については、34 ページの 
「2 台のサウンドプロセッサの操作」を参照してく
ださい。

アドバイス
この機能は 2 台のサ
ウンドプロセッサをお
使いの場合のみ利用可
能です。
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サウンドプロセッサの 
ボタン操作
誤ってボタンを押して設定を変更してしまわないよ
うに、サウンドプロセッサのボタンをロックするこ
とができます。

サウンドプロセッサのボタン操作をロックするには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [プロセッサのボタン操作 ] 
画面に移動します。

3. 上または下矢印ボタンを押して [有効 (ロック解
除 )] または [ロック ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

サウンドプロセッサのパー
ソナルアラーム
パーソナルアラームはオンとオフの切り替えができ
ます。

パーソナルアラームを変更するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [パーソナルアラーム ] 画
面に移動します。

3. 上または下矢印ボタンを押して [オフ ] または 
[オン ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

アドバイス
パーソナルアラー
ムは人工内耳装用
者にのみ聞こえ 
ます。  
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設
定

サウンドプロセッサの 
表示ランプ
サウンドプロセッサの各種表示ランプはオン /オフの切り替えが
できます。以下の表に様々なオプションを示します。

サウンドプロセッサの表示ランプを変更するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [表示ランプ ] 画面に移動
します。

3. 上または下矢印ボタンを押して [小児用 ]、[モニ
タリング ]、[成人用 ] または [一時停止 ] を強調
表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

表示のタイプ

 
キーを押す

 
警告

 
マイクロホ 
ンの動作

 
テレコイル / 
アクセサリ /FM

オプション 表示の有無

小児用 あり あり あり あり

モニタリング
サウンドプロセッサがインプ
ラントに接している場合
サウンドプロセッサがインプ
ラントから離れている場合

あり
あり

あり
あり

なし
なし

なし
あり

成人用
サウンドプロセッサがインプ
ラントに接している場合
サウンドプロセッサがインプ
ラントから離れている場合

なし
あり

なし
あり

なし
なし

なし
なし

一時停止 なし なし なし なし

アドバイス
[一時停止 ] は臨時モードで
す。サウンドプロセッサの
電源を切ってから再度電源を
入れると、サウンドプロセッ
サの表示ランプは病院の先生
が設定したモードに戻ります。
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リモートアシスタントの 
パブリックアラーム
アドバンスモードでは、パブリックアラームやキー
操作音の音量を調整することができます。

リモートアシスタントのパブリックアラームを調整
するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [パブリックアラーム ] 画
面に移動します。

3. 上または下矢印ボタンを押して [オフ ]、[小 ] ま
たは [大 ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。
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ワイヤレスマイクロホン 
の確認
サウンドプロセッサマイクロホンから受信した信号
レベルと、ミニマイクロホン (MM) や FM 機器など
のリモートマイクロホンから受信した信号を測定し
て比較することができます。

ワイヤレスマイクロホンの性能を確認するには :

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [MM/FM アドバンテージ ] 
画面に移動します。 

3. OK ボタンを押して選択します。

+20dB

アドバイス
この操作を行う前に、背
景雑音のない静かな場
所を選択します。

A. 下部にはサウンドプロセッサマイクロホンレベルを示す棒
グラフが表示されます。 

B. 中央には MM/FM レベルを示す棒グラフが表示されます。
これが、ワイヤレスアクセサリのサウンドレベルです。

C. リモートマイクロホンからの入力とサウンドプロセッサの
マイクロホンからの入力の差をデシベル (dB) で測定しま
す。この数値は、装用者がリモートマイクロホンから得ら
れる聴こえの効果 (dB 単位 ) を示しています。数値がマイ
ナスの値になる場合、リモートマイクロホンの音量を調整
する必要があるか、測定中に背景雑音が多すぎることが考
えられます。

B. MM/FM レベル

A. サウンドプロセッサのマイクロホンレベル

C. 効果 (dB)
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警告画面
警告画面は、サウンドプロセッサまたはリモートア
シスタントで起こりうる問題、たとえば電池残量低
下などの情報を提供します。ただし、警告画面は設
定を変更して表示 /非表示を切り替えることができ
ます。

警告画面の設定を変更するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [警告画面 ] に移動します。 

3. 上または下矢印ボタンを押して [非表示 ] または 
[表示 ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

詳細については、60 ページの「警告画面」を参照
してください。

52
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SCAN アイコン
SCAN プログラムを使用している場合、ホーム画面
に表示されるアイコンは、サウンドプロセッサが検
知した聴取環境のタイプを示します。 

この設定を変更して SCAN アイコンの表示 /非表
示を切り替えることができます。

SCAN アイコンの設定を変更するには

1. [設定 ] 画面に移動して OK ボタンを押します。

2. 右矢印ボタンを押して [SCAN アイコン ] 画面に移
動します。

3. 上または下矢印ボタンを押して [非表示 ] または 
[表示 ] を強調表示します。

4. OK ボタンを押して選択します。

詳細については、23 ページの「SCAN プログラ
ム」を参照してください。

設
定
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清掃
リモートアシスタントは濡らさないよう注意して
ください。

リモートアシスタントは、ディスプレイと操作ボ
タンを乾いた柔らかい布で拭いて清潔に保ってく
ださい。

リモートアシスタントが濡
れた場合
1. リモートアシスタントの電源を切ります。

2. 乾いた柔らかい布で拭きます。

3. リモートアシスタントを約 12 時間乾燥させ 
ます。

アドバイス
リモートアシスタント
のお手入れに、アルコー
ル、家庭用の洗剤または
研磨剤を使用しないでく
ださい。

警告
リモートアシスタン
トを乾燥させるため
に、オーブン、電子
レンジ、その他の電
気または加熱機器を
使用しないでくだ 
さい。
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保管
リモートアシスタントを衝撃や傷から守るため、コクレア社は 
Cochlear ™ Nucleus® CR200 シリーズの保護カバーの使用を推奨し 
ます。

リモートアシスタントを保護カバーに入れたまま使用すると、通
信範囲が若干狭まる可能性があります。この場合は、リモートア
シスタントをサウンドプロセッサに近付けるか、リモートアシス
タントを保護カバーから出して使用してください。
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トラブル 
シューティング
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トラブル 
シューティング

 警告画面 60
 システムの詳細の表示 62
 サウンドプロセッサの設定のリセット 63
 リモートアシスタントのリセット 64
 その他の問題 65
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警告画面
何らかの問題が発生すると、リモートアシスタントに警告画面が
表示されます。これらの画面には、問題の解決に役立つトラブル
シューティング情報も表示されます。

警告は注意を促すためのメッセージ (電池残量低下など ) の場合
もありますが、リモートアシスタントの使用を続ける前に実施が
必要な対処を示す警告もあります (電池切れなど )。

問題の内容

問題の解決方法

ヒント
問題のある部分 (送信コ
イル、電池、プロセシン
グユニットなど ) が黄色
に点滅します。
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ロック中の警告
リモートアシスタントの操作ボタンのロック中に警
告が発生した場合、リモートアシスタントのパブ
リックアラームが鳴り、画面が復帰して [ロック ] 
画面と警告が表示されます。リモートアシスタント
の操作ボタンのロックを解除して警告された内容を
解決してください。

通信範囲外での調整
通信範囲外でサウンドプロセッサを調整すると、画
面全体に通信範囲外警告が表示されます。OK ボ
タンを押すと警告が消えます。その後、直前に表示
していた画面に戻ります。

通信範囲外警告
通信範囲外の場合、警告がホーム画面上とすべての
移動先画面の下部に表示されます。ただし、アラー
ム音による警告は鳴りません。

SCAN2
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アドバンスモードのみ

システムの詳細の表示
アドバンスモードでは以下のようなシステムの詳
細を表示することができます。
• リモートアシスタントのバージョン
• サウンドプロセッサのバージョン
• シリアル番号

システムの詳細を表示するには

1. ホーム画面から、右矢印ボタンを押して [設定 ] 
画面に移動します。

2. OK ボタンを押します。

3. [プロセッサの情報 ] および [RA (リモートアシス
タント ) の情報 ] 画面が表示されるまで右矢印ボ
タンを何度か押します。

OK 

ヒント
ホームボタンを押すと、
[設定 ] 画面に戻ります。
ホームボタンをもう一
度押すと、ホーム画面
に戻ります。
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サウンドプロセッサの設定のリセット
サウンドプロセッサを病院の先生が設定した初期設定に戻すには、リモートア
シスタントで [設定のリセット ] を選択します。これにより、音量、感度、お
よびすべてのアドバンスモードオプションがリセットされます。

サウンドプロセッサの設定をリセットするには

1. メニューが表示されるまで OK ボタンを長押しします。
2. 上または下矢印ボタンを押して [設定のリセット ] を強調表示します。

3. OK ボタンを押して選択します。

アドバイス
サウンドプロセッサとのペア設定を行っ
ていない場合、[設定のリセット ]にはア
クセスできますが、リセットされるのは 
[パブリックアラーム ] と [警告画面 ] だ
けです。
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リモートアシスタントのリセット
ホームボタンが機能しない、またはリモートアシスタントが
フリーズした場合、先の尖ったものでリモートアシスタント
裏面のリセットボタンを押すと、リセットすることができ 
ます。  

これによりリモートアシスタントが初期設定に戻ります。

以下を再び行う必要があります。
• 言語の選択
• リモートアシスタントのパブリックアラームの音量の設定 

(初期設定は [大 ])

• リモートアシスタントとサウンドプロセッサのペア設定 

• 警告画面の表示 /非表示の設定 (初期設定は [表示 ])

• SCAN アイコンの表示 /非表示の設定 (初期設定は [表示 ])

• シンプルモードまたはアドバンスモードの選択 (初期設定
は [シンプルモード ])

• サウンドプロセッサを 2 台お使いの場合、左 /右の調整の
設定 (初期設定は [両側同時 ]) 



65NUCLEUS® CR230 リモートアシスタント取扱説明書

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

その他の問題

問題 解決策

サウンドプロセッサが
利用不可

1. サウンドプロセッサの電源が入っていて、リモー
トアシスタントから 2 メートルの範囲内にある
ことを確認します。14 ページの「電源を入れ
る」を参照してください。

2. サウンドプロセッサがリモートアシスタントと
ペア設定されていることを確認します。 
15 ページの「ペア設定」を参照してください。

3. 別の場所へ移動します。
4. サウンドプロセッサとリモートアシスタントを
再度ペア設定します。

5. サウンドプロセッサを 2 台お使いの場合、トラ
ブルシューティングのため正しい側が選択され
表示されていることを確認します。47 ページ
の「左 /右の調整」を参照してください。

6. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連
絡ください。

キーを押しても反応し
ない

1. リモートアシスタントの操作ボタンがロックさ
れている時にキーを押すと、[ロック ] 画面が表
示され、アラーム音 (パブリックアラーム ) が聞
こえます。この場合は、ロックを解除してくだ
さい。4 ページの「ロック /ロック解除」を
参照してください。

2.  別のプログラムに変更してみてください。 
25 ページの「プログラムの変更」を参照して
ください。

3.  別のキーを押してみてください。
4. 正しいキーを押していることを確認してくだ 
さい。

5. リモートアシスタント裏面のリセットボタンを
押します。64 ページの「リモートアシスタン
トのリセット」を参照してください。

6. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連
絡ください。
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問題 解決策

リモートアシスタント
の内蔵充電池の減りが
速い

1. リモートアシスタントのキーがハンドバックや
ポケットの中身などによって押されていないか
確認します。リモートアシスタントをロックし
て内蔵充電池の電力を節約します。

2. 充電した時は、コンセントを抜く前に、充電完
了を示す電池のチェックマークが画面に表示さ
れていることを確認してください。

3. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連
絡ください。

リモートアシスタント 
が充電されない

1. 接続を確認します。
2. リモートアシスタントの USB コネクタをチェッ
クし、損傷や汚れがないことを確認します。

3. リモートアシスタントをコンピュータを使って
充電している場合、コンピュータの電源が入っ
ていてスリープ状態ではないことを確認します。

4. USB ケーブルと電源アダプタ (Cochlear Nucleus 
CR200 シリーズ充電キットに付属 ) を使って、リ
モートアシスタントを充電してください。  
10 ページの「リモートアシスタントの充電」を
参照してください。

5. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連
絡ください。

リモートアシスタント
が濡れた場合

1. リモートアシスタントをオフにして乾いた柔ら
かい布で拭き、リモートアシスタントを約 12 時
間乾燥させます。56 ページの「リモートアシ
スタントが濡れた場合」を参照してください。
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警告 
• リモートアシスタントがいつもより
も熱くなっている場合は、使用しな
いでください。すぐに病院の先生に
知らせてください。

• リモートアシスタントの充電には、
コクレア社が提供する充電機器の
みを使用してください。

• リモートアシスタントを体内 (口の中
など ) に入れないでください。

• サウンドプロセッサ、送信コイル、
イヤフックがジュエリー (イヤリング
など ) に引っかかったり、機械に巻き
込まれないようにしてください。

• 保護者や介助者の目の届かない所で、
お子さまなどが長いケーブル (USB 
ケーブルなど ) を使用すると、首が絞
まってしまう恐れがありますのでご
注意ください。

• 運転中はリモートアシスタントの操
作をしないでください。

• 汚れた埃っぽい場所や、極端に高温
または低温になる場所で機器を使用
または保管しないでください (たとえ
ば、直射日光の当たる場所、窓の側、
車の中などに長期間置かないでくだ
さい )。

• リモートアシスタントをバッグやポ
ケットに他の物と一緒に入れる時は、
ディスプレイに傷がつかないよう注
意してください。市販の保護フィル
ムを使って、リモートアシスタント
のディスプレイを傷から保護するこ
ともできます。

• 湿気や埃が多い場所では、リモート
アシスタントを保護してください。 

• リモートアシスタントは濡らさない
よう注意してください。

• リモートアシスタントの表面を拭く
場合は、乾いた柔らかい布のみを使
用してください。

• リモートアシスタントを乾かす際は、
業務用または家庭用電気機器を使用
しないでください。

• リモートアシスタントのディスプレ
イを曲げたり、強く押したりしない
でください。

• USB ケーブルを抜き差しする際、また
はリモートアシスタントのボタンを
使用する際に力を入れ過ぎないでく
ださい。

• 分解したり、変形させたり、水に浸
したりしないでください。リモート
アシスタントが正常に機能しない場
合は、病院の先生にご相談ください。
分解した場合、保証は無効になりま
す。

• 電池を取り外さないでください。コ
クレア社のサービスマン以外は電池
の取り外しをしないでください。

• 電気部品は各地域の規制に従って処
分してください

• リモートアシスタントの充電にコン
ピュータを使用する場合、各地域の
規制によって要求される、情報技術
機器の安全性規格 IEC 60950 に準拠し
ていることを示すマークがコン
ピュータに付いていることを確認し
てください。

• この機器の改造は許可されていま
せん。
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物理構成

リモートアシスタントは以下で構成さ
れます。  

• カスタムなアナログおよびデジタ
ル集積回路 :マイクロプロセッサ設
計に基づいており、双方向ワイヤレ
ス通信機能を備えています。

• ボタンとスライダ :サウンドプロ
セッサとリモートコントロールを
操作するために使用します。

• ディスプレイ :システムの状態と動
作が表示されます。

• スピーカー :アラーム音 (パブリッ
クアラーム ) を発します。

• コイルセンサ :送信コイルが音声信
号をサウンドプロセッサから受信
していることを確認します。ペア設
定にも使用します。

• 内蔵電池充電回路。
• 電池の安全性のための温度セン
サー。

• フェライトビーズ付き micro USB コ
ネクタ :リモートアシスタントの充
電とファームウェアのアップデー
トに使用します。 

材質

非金属ボタンを含むリモートアシス
タントの筐体はポリカーボネート製 
です。
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ワイヤレス通信接続

リモートアシスタントのワイヤレス 
通信接続は、GFSK (Gaussian Frequency 
Shift Keying) を 5 つのチャンネルで用い
て、2.4 GHz ISM 帯域で行います。この
接続には独自の双方向通信プロトコル
が使用され、サウンドプロセッサから 
2 メートル以内の距離で操作できま
す。干渉が発生した場合、ワイヤレス
通信接続は、5 チャンネルの中で最も
干渉の影響が低いものに切り替わりま
す。サウンドプロセッサが操作範囲内
にない場合や、干渉によって通信接続
が妨害された場合には、リモートアシ
スタントのディスプレイに表示され 
ます。 

電池寿命、充電サイクル 
および耐用期間

• 電池寿命とは、空気亜鉛電池の交換
または充電池の充電が必要となる
までの機器が動作する時間を意味
します。

• 充電池の充電サイクルとは、1 回の
フル充電と放電を意味します。

• 充電池の耐用期間とは、充電池の電
池寿命が低下して、機器の動作する
時間が当初のフル充電時の 80 % と
なるまでの充電サイクルの合計
数を意味します。

寸法

構成部品 長さ 幅 厚さ

CR230 リモートアシスタント 110.8 mm 46.3 mm 14.0 mm

重量

構成部品   重量

CR230 リモートアシスタント 66 g
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動作特性

特性 値 /範囲

ワイヤレス技術 専用の低電力双方向ワイヤレス接続

無線周波数 2.4 GHz

電池の動作時電圧 3.7 V

電池の充電時電圧 4.2 V

電池容量 680 mAh (内蔵リチウムイオン電池 )

充電サイクル 室温で 400 回の充電 /放電サイクル後
に 80% 以上の容量

ボタンとスライダの機能 リモートアシスタントのオン /オフ、
テレコイル /オートテレコイルのオン / 
オフ、ロック /ロック解除、オプション
の選択、画面の移動、プログラムと設
定の変更

ワイヤレス通信の範囲 最大 2 メートル

ディスプレイ 128 x 128 ピクセル、カラー LCD

環境条件

条件 最小値 最大値

保管および輸送時の温度 -10°C (14°F) +55°C (+131°F)

保管および輸送時の湿度 0% RH 90% RH

動作時の温度 +5°C (+41°F) +40°C (+104°F)

動作時の相対湿度 0% RH 90% RH

動作時の気圧 700 hPa  1060 hPa



72

機器の分類

リモートアシスタントは、国際規格 
IEC 60601-1:2005「Medical Electrical 
Equipment – Part 1:General Requirements 
for Basic Safety and Essential Performance 
(医療電気機器 - パート 1: 基本的な安
全および基本重要性能に関する一般要
件 )」に記載されている、内部電源機
器タイプ B 適用部品です。

日本での無線規定遵守

本機器は、日本の電波法 ( ) お
よびその関連法 ( ) に
基づいて認証されています。 
本機器を改造してはいけません (改造
した場合は技術基準適合証明番号が無
効になります )。

R
202

LSB002

韓国での無線規定遵守

警告 :本無線機器は、操作中に無線干
渉の可能性があります。

KCC-CRM-
COH-CR200

環境保護

リモートアシスタントには、電気 /電
子 機 器 の 廃 棄 に 関 す る EC 指 令 
2002/96/EC の対象である電子部品が含
まれています。

環境を保護するために、分別していな
い家庭ごみと一緒にリモートアシス
タントを廃棄しないでください。リ
モートアシスタントは、各地域の規制
に従ってリサイクルしてください。
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米国連邦通信委員会 (FCC) 
およびカナダ産業省 (IC) の
規定遵守 

本機器は、米国 FCC 規定パート 15、な
らびにカナダ産業省の RSS-210 に準拠
しています。本機器の使用は、以下の 
2 つの項目を条件とします。
• 本機器によって有害な干渉が発生
しないこと。

• 本機器が外部からの干渉を許容す
ること (望ましくない動作の原因と
なるものも含む )。

コクレア社からの明示的な承認を得ず
に、本機器を改造または修正した場合
は、本機器を使用するための FCC 認可
が無効となることがあります。

本機器は、FCC 規定パート 15 に従っ
て、クラス B デジタル機器に課せられ
る制限に準拠していることが試験に
よって確認されています。これらの制
限は、本機器を住宅地域で使用した際
に有害な干渉を適正に防ぐため設けら
れています。 

本機器は、無線周波数エネルギーを発
生、使用するほか、これを放射する可
能性があります。説明書の指示に従っ
て使用しないと、無線通信に対して有
害な干渉を引き起こす原因となりま
す。ただし、特定の方法で使用した場
合に、干渉が生じないという保証はあ
りません。本機器の電源をオン /オフ
にすることによって、ラジオやテレビ
受信機が有害な干渉を受ける原因と
なっていると判明した場合には、以下
の方法で干渉を取り除くことを推奨し
ます。
• 受信アンテナの向きや場所を変 
える。 

• 本機器と受信機の距離を離す。 

• 受信機が接続されているものとは
別のコンセントまたは回路に本機
器を接続する。

• 販売店や、ラジオ /テレビの技術者
に相談する。 

FCC ID:WTOR200FF
IC ID:8039A-R200FF
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表示記号

サウンドプロセッサおよびリモートの各構成部品およびパッケージには、以下
の記号が表示されていることがあります。

取扱説明書を参照

ラベルには表記されない、機器に関連する具体的な警告または 
注意

製造業者

欧州共同体における正式代表者

カタログ番号

シリアル番号

バッチコード

製造年月日

温度制限

湿度制限

 公認認証機関番号が付いた CE 登録マーク。

オーストラリアおよびニュージーランドでの無線規格適合証明

R
202

LSB002
日本での無線規格適合証明 (技適マーク )

KCC-CRM-
COH-CR200 韓国での無線規格適合証明
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再使用禁止

医家向け

リサイクル可能な材料

電気部品は各地域の規制に従って処分してください

リチウムイオン電池は各地域の規定に従って処分してください

水に濡らさないでください

コイルマーク。ペア設定の際に、リモートアシスタントまたはリ
モートコントロールのこのマークに送信コイルを当ててくだ 
さい。

法的事項

本書の内容は、発行の時点ではすべて事実と相違ありませんが、仕様は予告な
く変更される可能性があります。 

本書は日本の添付文書を補足するものであり、添付文書の内容が優先されます。

© Cochlear Limited 2017
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